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令和 6 年度の一般会計予算は、前年度に比べ５０億円増の５４７億円で、過去最大の予算となりました。
もうすぐ迎える市制２０周年の節目を契機として、今後のさらなる成長につなげる積極予算といえますが、
借金や積立金など将来のまちづくりを見据えた財政運営は大丈夫なのか。
予算の概要について、予算決算常任委員会などの審査から、質問形式で報告します。

Q　合併特例事業債などの市債が２７億円余りと、昨年に
比べ１２億円余り増えているが、その要因は。また、借金
をすることで将来世代に負担増にならないのか。
A　合併特例事業債の発行期限が令和 7 年度までですので、
制度上有利な起債を活用した結果です。また、中長期的な
推計においても、市債の償還金（借金の返済金）が市債発
行額（借入額）を上回っているため、市債残高は今後も減
少傾向にあり、将来世代に禍根を残さないよう努めていま
す。

Q　基金繰入額が４９億円余りで、昨年に比べ１０億円増
え、基金残高が目減りしている。内訳と目的は。将来の財
政運営において問題はないのか。
A　一般財源の不足分を補う財政調整基金から２１億円、
元利償還金の財源を補う減債基金から１６億円のほか、公
共施設整備基金やふるさと寄附基金などの目的を持った基
金から１２億５，３００万円を繰入れています。令和５年
度末の財政調整基金の残高は約６１億円で、本市の財政規
模からみても妥当な額と考えています。今後も有利な起債
を活用していくとともに、目的基金の繰り入れも視野に入
れていきます。

Q　過去最大の予算となった要因は。
A　未来への投資として、妊産婦の医療費助成や民間保育
所の整備などの新規事業へ積極的に取り組むこととしたほ
か、合併特例事業債の発行期限を見越した重点事業の執行
や、令和７年に開催する国スポ・障スポ大会に向けた準備
を計画的に進めていく予算としました。また、物価や人件
費の高騰などによる経費も大幅に増加したことが影響し過
去最大規模の予算となりました。

Q　歳出予算に対する歳入の状況は。
A　市税は例年並みを見積り、地方交付税は対前年度比５．
６％増の１１３億円を計上しました。ふるさと寄付の伸び
や国・県費の活用、合併特例事業債の有効活用などの財源
確保に努め、予算規模の拡大に伴う財源不足に対しては、
財政調整基金と減債基金から３７億円余りの繰入れを行っ
ています。

一般会計　当初予算規模の推移（単位：億円）

一般会計　基金残高の推移（単位：億円）

令和６年度一般会計予算

過去最高の５４７億円

　本予算は昨年度を５０億円も上回り、余りにも「合
併特例事業債頼み」「国スポ偏重」の大型予算であり反
対である。
　第１に国スポ・障スポ競技会場施設整備費２億５，
５８８万円、リハーサル大会経費３億８，０００万円、
布引体育館改修１３億６２０万円、能登川カヌーラン
ド改修１億９，５００万円など国民スポーツ大会偏重
であること。
　第２に大企業への企業立地促進奨励金や雇用促進奨
励金の支給、（仮称）黒丸ＳⅠＣ整備１億３，５５９万
円、「近江鉄道八日市駅東西連絡通路設置」構想検討
２，５００万円、「森の文化博物館」調査等３８０万円
など大企業優遇・公共事業優先であること。
　第３に一方で県の医療費助成拡充で多くの市町で１８
歳までの医療費完全無料化が実現する中、通院５００
円と入院１，０００円の自己負担が存続され、また
学校給食費が小学校で月４００円、中学校で月５００
円値上げされる。　
　市政の目的は「住民福祉の増進」であり、市民生活、
福祉、教育優先の予算にすべきある。

　令和６年度は、市制２０周年を迎えるにあたり１０
年先、２０年先を見据えた主要施策を強力に推進する
とともに、合併特例事業債の発行期限を見越した重点
事業の執行や国スポ・障スポ大会に向けた準備を進め
ていく予算としています。
　さらに、市民生活や地域経済の安定を図り、中心市
街地のにぎわい創出や農林水産業・商工業の振興、結
婚・妊娠から出産・子育ての継続した支援、健康福祉
・地域医療の充実、教育環境の整備、観光や歴史文化・
スポーツの振興、都市基盤や公共交通機能の強化、Ｄ
Ｘ推進による市民サービスの向上など、早急に取り組
まなければならない事業を推進するため、総額５４７
億円の過去最大規模の予算となっています。
　積極的な予算となりますが、財政の健全性を保つと
ともに、早急に取り組むべき施策を積極的に推進する
ことで、市民の皆さんが誇りを持ち安全で質の高い暮
らしを享受できるよう、強く豊かな東近江市の創生に
向けた行財政運営を実行していただけると確信し、本
案に賛成します。

令和６年度一般会計予算の討論

反　対　討　論賛　成　討　論

田郷　 正  議員西﨑　 彰  議員

一般会計　市債残高の推移（単位：億円）

市債残高と償還額・借入額の推移（単位：億円）

下
547円

億
市税
171億3,750万円

繰入金
49億9,870万円

負担金・使用料・手数料など
５億5,855万円
繰越金・諸収入・寄附金など
27億2,047万円

地方交付税
113億円

国庫支出金
67億3,259万円

市債
27億8,710万円

県支出金
43億1,660万円

地方消費税交付金など
41億4,848万円

自

主

財

源

依

存

財

源

 

歳入

一般会計

民生費
197億5,104万円

教育費
77億6,041万円

総務費
62億108万円

公債費
57億570万円

衛生費
44億3,237万円

土木費
35億1,784万円

農林水産業費
23億7,612万円

消防費
16億6,372万円

その他
17億4,907万円

商工費
15億4,266万円

歳出

一般会計
547円

億
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代 表 質 問
　３月７日に５会派が代表質問を行いました。質問と答弁の概要

をお知らせします。また、議会ホームページでは、インターネッ

トによる動画配信も行っています。

ＱＲを読み取ることで、各議員

の質問の様子を映像にてご覧い

ただけます。

人
が
集
い
新
た
な
物
語
が

は
じ
ま
る
中
心
市
街
地

豊
か
な
自
然
環
境
が
育
ん
だ

文
化
に
財
産
的
価
値
が
あ
る

未
来
に
希
望
を
も
ち
な
が
ら

生
き
生
き
と
学
ぶ
学
校

策
を
展
開
し
、
中
心
市
街
地
の
さ
ら

な
る
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
第
２
期
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本

計
画
で
目
標
と
し
て
い
る
「
日
常
的

な
に
ぎ
わ
い
に
あ
ふ
れ
、
魅
力
的
な

店
舗
や
オ
フ
ィ
ス
な
ど
都
市
機
能
が

集
積
す
る
豊
か
な
暮
ら
し
が
実
感
で

き
る
ま
ち
」
に
近
づ
け
る
よ
う
、
引

き
続
き
精
力
的
に
施
策
を
推
進
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

し
た
。
自
然
と
人
と
の
つ
な
が
り

や
、
風
土
の
中
で
育
ま
れ
た
文
化
を

再
認
識
し
、
森
と
人
、
自
然
と
人
と

の
つ
な
が
り
を
取
り
戻
す
こ
と
が
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
に
直
面
す
る
我
々
に

と
っ
て
、
今
、
早
急
に
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
だ
と
捉
え
て

い
ま
す
。
そ
れ
を
具
現
化
す
る
政
策

が
、
鈴
鹿
の
森
の
自
然
と
歴
史
文
化

を
テ
ー
マ
に
し
た
（
仮
称
）
森
の
文

化
博
物
館
の
整
備
で
す
。

　
こ
の
博
物
館
は
、
単
な
る
建
物
と

し
て
の
施
設
を
意
味
す
る
も
の
で
は

Q　
（
仮
称
）森
の
文
化
博
物
館
に
か

け
る
市
長
の
思
い
と
今
後
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
。

A　
戦
後
、
私
た
ち
の
生
活
は
豊
か

で
便
利
に
な
り
ま
し
た
が
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
革
命
に
よ
る
化
石
燃
料
へ
の
依

存
で
人
は
森
か
ら
離
れ
、
気
候
変
動

や
自
然
災
害
の
増
加
な
ど
地
球
環
境

の
悪
化
を
招
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

動
物
た
る
ヒ
ト
の
暮
ら
し
が
自
然
と

隔
絶
す
る
こ
と
で
さ
ま
ざ
ま
な
弊
害

が
生
じ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
古
来
、
私
た
ち
日
本
人
は
、
国
土

に
広
が
る
豊
か
な
自
然
と
共
に
暮
ら

し
、
森
の
恵
み
を
利
用
し
て
、
独
自

の
生
活
様
式
や
文
化
を
育
ん
で
き
ま

な
く
、
多
様
性
の
高
い
鈴
鹿
の
森
を

活
用
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
博
物
館
と
位

置
付
け
て
取
り
組
む
も
の
で
、
森
の

恵
み
を
暮
ら
し
に
生
か
し
た
木
地
師

文
化
発
祥
の
地
と
し
て
、
ま
た
、
森

里
川
湖
が
連
続
し
生
物
多
様
性
に
富

む
豊
か
な
地
域
だ
か
ら
こ
そ
成
し
得

る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
鈴
鹿
の
森
の
歴
史
や
自
然

な
ど
の
調
査
を
進
め
る
と
と
も
に
、

基
本
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
令
和
６
年
度
に
基
本
計
画
を
策

定
し
た
後
、
建
築
や
展
示
設
計
に
着

手
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q　
夢
の
あ
る
に
ぎ
わ
い
の
創
出
や

商
業
振
興
に
向
け
、
市
長
が
描
く
こ

れ
か
ら
の
中
心
市
街
地
の
姿
と
は
。

A　
人
口
11
万
人
余
り
を
擁
す
る
本

市
に
お
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
買

い
物
や
飲
食
、
余
暇
活
動
な
ど
で
１

日
楽
し
め
る
中
心
的
な
場
所
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。

　
ホ
テ
ル
や
複
合
ビ
ル
が
完
成
し
、

新
規
出
店
が
85
店
舗
に
上
る
な
ど
、

こ
こ
数
年
で
少
し
ず
つ
具
現
化
さ
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ

道
半
ば
で
あ
り
、
さ
ら
に
充
実
さ
せ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
４
月
か
ら
は
八
日
市
駅
前
に

大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
が
オ
ー
プ
ン
し
、

学
生
が
駅
前
を
歩
く
新
た
な
風
景
が

生
ま
れ
ま
す
。
さ
ら
に
大
学
で
は
市

民
講
座
の
開
講
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

文
化
教
養
の
面
で
も
中
心
市
街
地
が

充
実
す
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
八
日
市
駅
の
東
西
連
絡
通

路
の
設
置
に
向
け
た
検
討
を
開
始
し

ま
す
。
延
命
公
園
の
再
整
備
と
の
相

乗
効
果
に
よ
り
連
絡
通
路
が
新
た
な

人
の
流
れ
を
生
み
出
し
、
八
日
市
駅

東
西
の
一
体
的
な
に
ぎ
わ
い
創
出
が

期
待
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
加
え
て
、
引
き
続
き
空
店
舗
改
修

へ
の
支
援
を
行
う
ほ
か
、
市
内
店
舗

へ
の
誘
導
策
な
ど
新
た
な
ソ
フ
ト
施

東
近
江
市
民
ク
ラ
ブ

山
本　

直
彦

Q　
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
と
は
。

ま
た
、
今
後
の
不
登
校
対
策
の
進
め

方
は
。

A　
魅
力
あ
る
学
校
と
は
、
ま
ず
は

学
校
が
し
っ
か
り
と
し
た
教
育
理
念

を
分
か
り
や
す
く
示
し
、
子
ど
も
た

ち
が
未
来
に
希
望
を
持
ち
な
が
ら
生

き
生
き
と
学
ぶ
学
校
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

　
本
市
が
進
め
て
い
る
魅
力
あ
る
学

校
づ
く
り
と
は
学
級
会
や
生
徒
会
、

学
校
の
行
事
を
軸
と
し
、
子
ど
も
同

士
の
つ
な
が
り
を
作
る
、
ま
た
個
性

を
輝
か
せ
る
取
り
組
み
で
す
。

　
長
年
行
っ
て
い
る
中
学
校
生
徒
会

交
流
会
や
令
和
４
年
度
か
ら
始
ま
っ

た
中
学
生
議
会
の
生
徒
の
姿
は
輝
い

て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
が
学
校
で
学

ん
だ
基
礎
知
識
を
も
と
に
、
教
科
書

の
な
い
応
用
問
題
で
あ
る
特
別
活
動

に
取
り
組
む
こ
と
は
、
魅
力
あ
る
学

校
づ
く
り
に
直
結
す
る
も
の
と
期
待

を
寄
せ
る
も
の
で
す
。

　
一
方
、
年
々
増
え
続
け
る
「
不
登

校
」
は
、
学
校
教
育
の
大
き
な
課
題

鈴鹿の森全体が博物館

にぎわう聖徳まつり昨年行われた中学生議会

代表質問
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Q　
自
民
党
国
会
議
員
の
政
治
資
金

パ
ー
テ
ィ
ー
裏
金
事
件
が
、
国
民
の

大
き
な
怒
り
を
呼
ん
で
い
る
。
毎
年

１
５
０
か
ら
１
６
０
億
円
も
の
「
政

党
助
成
金
」
を
受
け
取
り
な
が
ら
、

政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
の
名
で
事
実

上
の
企
業
・
団
体
献
金
を
長
期
に
渡

っ
て
集
め
て
、
政
治
資
金
収
支
報
告

書
を
偽
造
し
て
い
た
政
治
資
金
規
正

法
違
反
事
件
で
あ
る
。

　
自
民
党
の
裏
金
政
治
こ
そ
「
国
家

の
根
幹
を
崩
す
も
の
」で
は
な
い
か
。

A　
早
期
に
真
相
究
明
が
さ
れ
、
適

切
に
対
応
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

ラ
ン
ド
改
修
、
道
路
新
設
改
良
な
ど

に
合
計
24
億
７
７
３
０
万
円
を
予
算

化
し
て
い
る
。
両
年
度
合
計
で
46
億

２
８
９
０
万
円
と
な
る
。
集
中
的
な

合
併
特
例
事
業
債
の
発
行
据
え
置
き

期
間
が
過
ぎ
る
５
年
後
以
降
、
公
債

費
が
急
激
に
増
加
す
る
。
中
長
期
の

財
政
推
計
は
検
討
さ
れ
て
い
る
の
か
。

A　
推
計
で
は
市
債
の
償
還
が
発
行

を
上
回
っ
て
い
る
た
め
市
債
残
高
は

減
少
傾
向
に
あ
り
財
政
規
律
は
保
た

れ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q　
合
併
特
例
事
業
債
発
行
は
、
２

０
２
３
年
度
で
能
登
川
南
小
学
校
と

永
源
寺
中
学
校
の
大
規
模
改
修
、
２

０
２
４
度
は
布
引
体
育
館
大
規
模
改

修
、
ハ
ー
ト
ピ
ア
、
能
登
川
カ
ヌ
ー

Q　
２
０
２
５
年
９
月
に
第
79
回
国

民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
本

市
で
は
７
競
技
（
サ
ッ
カ
ー
、
ボ
ク

シ
ン
グ
、
自
転
車
、
軟
式
野
球
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
、
カ
ヌ
ー
、
ゴ
ル
フ
）

が
開
催
さ
れ
る
。
現
在
ま
で
能
登
川

ア
リ
ー
ナ
新
築
工
事
や
湖
東
ス
タ
ジ

ア
ム
工
事
な
ど
15
億
４
０
０
０
万
円

以
上
が
支
出
さ
れ
て
い
る
。

　
当
初
予
算
で
は
「
国
ス
ポ
・
障
ス

ポ
競
技
会
場
施
設
整
備
」
に
２
億
５

５
８
８
万
円
や
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
開

催
経
費
３
億
８
０
０
０
万
円
が
計
上

さ
れ
、
布
引
体
育
館
大
規
模
改
修
13

億
６
２
０
万
円
、
能
登
川
カ
ヌ
ー
ラ

ン
ド
改
修
１
億
９
５
０
０
万
円
な
ど

も
予
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
自
転
車

競
技
の
た
め
に
県
道
や
市
道
の
舗
装

修
繕
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
保
健
体
育
総
務
関
係
の
職
員
数
も

33
名
と
13
名
も
増
え
る
。

　
根
本
原
因
は
７
競
技
も
の
開
催
を

引
き
受
け
た
こ
と
に
あ
る
。
あ
ま
り

に
も
偏
重
し
す
ぎ
で
あ
る
。
国
ス
ポ

関
連
予
算
と
し
て
一
体
ど
れ
だ
け
必

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
不
登

校
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ
り
、

正
に
個
別
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
教

育
課
題
で
す
。
市
内
の
オ
ア
シ
ス
教

室
や
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
を
視
察
す
る

中
で
、
増
加
し
続
け
る
不
登
校
の
子

ど
も
た
ち
を
こ
の
ま
ま
放
置
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
と
強
く
感
じ
て
い
ま

す
。

　
初
期
段
階
と
し
て
不
登
校
が
出
て

く
る
場
面
、
学
校
に
行
き
づ
ら
く
な

る
場
面
の
両
方
に
、
時
機
を
失
す
る

こ
と
な
く
対
策
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。
そ
こ
で
本
市
で
は
、
校
内

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
新
設
と
義
務

教
育
期
間
中
に
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
を

利
用
す
る
子
ど
も
の
保
護
者
に
対
し

て
の
支
援
が
必
要
と
考
え
、
対
策
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

Q　
広
域
幹
線
道
路
整
備
の
進
捗
状

況
と
東
近
江
市
道
路
整
備
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
２
０
２
４
策
定
の
基

本
的
な
考
え
方
は
。

A　
現
在
、
国
・
県
で
整
備
が
進
め

ら
れ
て
い
る
主
な
広
域
幹
線
道
路
の

進
捗
状
況
は
、
国
道
８
号
バ
イ
パ
ス

の
事
業
化
に
向
け
、
都
市
計
画
決
定

に
必
要
な
手
続
き
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
国
道
８
号
の
五
個
荘
簗
瀬
町
地
先

交
差
点
改
良
工
事
は
、
御
幸
橋
の
工

事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
併
せ
て
交

差
点
部
の
用
地
取
得
に
向
け
た
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
国
道
３
０
７
号
平
柳
工
区
の
バ
イ

パ
ス
道
路
整
備
は
、
ル
ー
ト
に
つ
い

て
沿
線
自
治
会
と
協
議
を
さ
れ
て
お

り
、
令
和
６
年
度
に
全
線
の
ル
ー
ト

が
決
定
で
き
る
よ
う
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
御
河
辺
橋
の
架
け
替
え
を
含
む
県

道
雨
降
野
今
在
家
八
日
市
線
の
整
備

は
、
神
田
町
交
差
点
か
ら
池
庄
町
地

先
ま
で
の
約
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
道

路
整
備
に
向
け
て
、
詳
細
設
計
や
用

地
測
量
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
令

和
７
年
度
か
ら
橋
の
工
事
に
着
手
す

る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
国
道
４
２
１
号
の
永
源
寺
ダ
ム
湖

周
辺
の
道
路
改
良
工
事
は
、
現
在
行

わ
れ
て
い
る
佐
目
町
地
先
に
お
け
る

バ
イ
パ
ス
道
路
の
整
備
が
令
和
７
年

度
中
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。
そ
の

他
の
未
改
良
区
間
に
つ
い
て
も
、
引

き
続
き
整
備
に
向
け
て
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
（
仮
称
）黒
丸
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
は
、
令
和
９
年
度
末
の
供

用
開
始
を
目
指
し
、
県
や
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ

Ｏ
西
日
本
と
連
携
し
て
道
路
詳
細
設

計
や
用
地
測
量
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
う
い
っ
た
進
捗
状
況
の
中
に
お

い
て
、
市
内
の
道
路
イ
ン
フ
ラ
整
備

は
経
済
・
交
流
の
活
性
化
や
防
災
・

減
災
な
ど
安
全
安
心
で
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
に
は
欠
く
こ
と
が
で
き
な

い
重
要
な
事
業
の
一
つ
と
し
て
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
整

備
が
遅
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
国
や
県
に
は
広
域
幹
線
道

路
の
早
期
整
備
を
強
く
要
望
す
る
と

と
も
に
、
市
内
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
に
向
け
て
、
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
市
の
道
路
整
備
の
実
行

計
画
で
あ
る
東
近
江
市
道
路
整
備
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
２
０
２
４
の

策
定
に
当
た
っ
て
は
、
国
や
県
が
進

め
る
広
域
幹
線
道
路
な
ど
へ
の
ア
ク

セ
ス
向
上
、
市
内
の
慢
性
的
な
渋
滞

の
緩
和
、
緊
急
輸
送
道
路
の
強
化
な

ど
を
重
点
的
に
進
め
る
計
画
と
し
て

い
ま
す
。
今
後
10
年
間
、
こ
の
計
画

に
基
づ
き
、
本
市
の
都
市
基
盤
の
根

幹
を
な
す
道
路
整
備
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
イ
ン
フ
ラ
整
備

金
権
腐
敗
政
治
の
一
掃
を
！

合
併
特
例
債
頼
み
の

大
型
予
算
で
は

国
ス
ポ
偏
重
の
予
算
と

職
員
配
置
で
は
な
い
か

道
路
新
設
改
良
は
必
要
か

日
本
共
産
党
議
員
団

田
郷　

 

正

要
な
の
か
。

A　
７
競
技
を
受
け
入
れ
た
の
は
市

長
で
あ
る
私
の
責
任
で
す
。
こ
れ
ま

で
か
か
っ
た
経
費
は
、約
15
億
円
で
、

令
和
６
年
度
は
、
カ
ヌ
ー
競
技
会
場

の
伊
庭
内
湖
の
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫

や
自
転
車
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
の
道
路
整
備
な
ど
総
額
約

６
億
４
０
０
０
万
円
の
予
定
で
す
。

本
大
会
経
費
は
精
査
中
で
す
。

　
大
会
を
開
催
す
る
た
め
に
必
要
な

職
員
を
配
置
し
ま
す
が
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
な
ど
へ
の
影
響
は
生
じ
な
い
よ

う
に
努
め
ま
す
。

Q　
東
近
江
市
道
路
整
備
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
２
０
２
４
で
は
都
市

計
画
道
路
・
尻
無
愛
知
川
線
（
八
日

市
金
屋
工
区
）
が
前
期
着
手
路
線
と

位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
物
件
の
移

転
補
償
な
ど
が
必
要
で
莫
大
な
経
費

が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
計
画

は
い
つ
決
定
さ
れ
た
も
の
な
の
か
、

全
体
事
業
費
は
ど
れ
く
ら
い
に
な
る

の
か
。

A　
昭
和
33
年
に
計
画
決
定
さ
れ
、

現
時
点
で
の
概
算
事
業
費
は
16
億
円

と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

昨年開通した都市計画道路

架け替えが待たれる御河辺橋

浚渫が予定される伊庭内湖
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Q　
こ
の
夏
に
は
会
員
制
大
型
量
販

店
が
開
業
す
る
が
、
こ
の
機
会
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
、
活
か
し
て
い
く
の

か
。

A　
県
内
初
と
な
る
コ
ス
ト
コ
ホ
ー

ル
セ
ー
ル
東
近
江
倉
庫
店
の
出
店
に

よ
り
、
市
外
、
県
外
か
ら
本
市
へ
の

来
訪
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、
市
の

Q　
不
登
校
対
策
に
つ
い
て
、

①
校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
に

対
す
る
人
材
確
保
は
。

②
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
利
用
世
帯
へ
の

支
援
の
内
容
は
。

A　
①
勤
務
時
間
を
で
き
る
だ
け
柔

軟
に
設
定
す
る
こ
と
で
従
事
し
や
す

い
環
境
と
し
、
校
内
教
育
支
援
員
の

人
材
確
保
に
努
め
ま
す
。

②
基
本
的
に
通
所
に
係
る
利
用
料
を

補
助
の
対
象
に
、
月
額
４
万
円
を
限

度
と
し
、
そ
の
２
分
の
１
を
支
援
す

る
方
向
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

Q　
令
和
６
年
度
予
算
に
つ
い
て
、

①
歳
入
増
の
取
り
組
み
と
そ
の
財
政

運
営
は
。

②
見
積
要
求
額
に
対
す
る
査
定
決
定

額
の
差
は
。
ま
た
、
積
み
残
し
事
業

の
対
応
は
。

③
少
子
化
対
策
予
算
は
。

A　
①
地
理
的
優
位
性
や
豊
か
な
地

域
資
源
を
い
か
し
、
市
税
や
ふ
る
さ

と
寄
附
な
ど
の
収
入
増
に
取
り
組
む

と
と
も
に
歳
入
に
見
合
っ
た
歳
出
の

原
則
の
も
と
、
適
正
規
模
に
よ
る
財

政
運
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

②
予
算
見
積
り
に
対
し
、
約
48
億
円

の
精
査
を
行
い
ま
し
た
。
積
み
残
し

た
事
業
に
つ
い
て
は
、
時
期
を
逸
す

る
こ
と
な
く
対
応
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

③
妊
産
婦
の
医
療
費
や
健
診
助
成
、

周
産
期
医
療
の
充
実
、
民
間
保
育
所

の
整
備
な
ど
約
５
億
円
で
す
。

Q　
教
員
の
欠
員
数
と
改
善
は
。

経
済
へ
の
大
き
な
変
化
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
コ
ス
ト
コ
の
出
店
が
も
た
ら

す
影
響
力
や
集
客
力
を
し
っ
か
り
と

活
用
し
、
本
市
の
知
名
度
向
上
を
は

じ
め
、市
内
の
飲
食
店
、観
光
施
設
、

道
の
駅
、
中
心
市
街
地
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
所
に
立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
き
、

新
た
な
経
済
循
環
に
つ
な
が
る
よ
う

な
仕
掛
け
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

A　
育
休
な
ど
の
補
充
を
除
く
臨
時

雇
用
の
欠
員
教
員
は
小
学
校
で
31
名
、

中
学
校
で
25
名
で
す
。
教
員
の
標
準

定
数
は
、
県
教
育
委
員
会
の
所
管
で

あ
り
、
欠
員
の
削
減
や
標
準
定
数
外

の
加
配
な
ど
の
配
置
改
善
に
つ
い
て

強
く
要
望
を
重
ね
て
い
ま
す
。結
果
、

次
年
度
は
、
小
学
校
で
10
名
の
欠
員

が
正
規
教
員
で
の
配
置
と
な
り
、
中

学
校
で
も
新
た
に
10
名
の
正
規
教
員

が
配
置
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

Q　
人
口
減
少
対
策
は
本
市
の
に
ぎ

わ
い
の
み
な
ら
ず
、
行
政
施
策
の
根

幹
と
な
る
税
収
に
大
き
く
影
響
す
る

こ
と
か
ら
も
重
要
課
題
と
い
え
る
。

２
０
１
５
年
策
定
の
東
近
江
市
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
２
０
２
０
年
の
人

口
目
標
を
11
万
１
７
３
９
人
と
し
て

い
た
が
、
国
勢
調
査
の
実
績
で
は
11

万
２
８
１
９
人
と
目
標
値
を
上
回
っ

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
人
口
減
少
対

策
の
評
価
と
今
後
の
施
策
は
。

A　
本
市
で
は
人
口
減
少
対
策
を
市

政
の
最
大
の
課
題
と
し
て
総
合
戦
略

に
基
づ
き
、
全
庁
を
挙
げ
て
施
策
の

推
進
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し

た
取
り
組
み
や
京
阪
神
と
中
京
圏
の

結
節
点
に
位
置
す
る
地
理
的
優
位
性

も
あ
り
、
人
口
減
少
の
カ
ー
ブ
は
緩

や
か
な
状
況
を
維
持
し
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
の
対
策
は
一
定
の
成
果
が
あ

っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q　
日
本
人
の
人
口
に
限
っ
て
み
る

Q　
本
市
の
人
口
は
減
少
傾
向
で
あ

っ
て
も
世
帯
数
は
増
加
し
て
お
り
、

住
宅
需
要
は
旺
盛
な
は
ず
で
あ
る
が
、

①
市
街
化
区
域
に
ま
と
ま
っ
た
優
良

宅
地
が
減
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、

長
期
的
な
視
点
で
新
築
需
要
に
対
す

る
宅
地
開
発
は
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

②
増
え
続
け
る
空
家
の
対
策
は
ど
う

し
て
い
く
の
か
。

A　
①
本
市
の
市
街
化
区
域
で
は
宅

地
開
発
を
す
る
ま
と
ま
っ
た
土
地
は

減
少
し
て
い
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
地
区
計
画
制
度
や
令
和
４
年
度
の

条
例
改
正
に
よ
り
一
定
の
条
件
下
で

市
街
化
調
整
区
域
で
も
分
譲
宅
地
の

造
成
、
一
戸
建
て
の
建
売
住
宅
お
よ

び
賃
貸
住
宅
の
建
築
と
い
っ
た
非
自

己
用
の
開
発
も
可
能
と
な
っ
て
お
り
、

新
築
需
要
に
対
す
る
宅
地
開
発
は
、

そ
れ
ら
の
手
法
で
対
応
し
て
い
け
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
空
家
に
係
る
対
策
は
、
所
有
者
が

適
正
に
管
理
す
る
な
ど
の
意
識
改
革

を
図
り
つ
つ
、
空
家
バ
ン
ク
制
度
に

よ
る
空
家
の
活
用
を
進
め
ま
す
。
ま

た
、
空
家
の
解
体
に
係
る
補
助
制
度

と
、
こ
の
５
年
間
で
２
９
０
５
人
の

大
幅
な
減
少
と
な
っ
て
い
る
。
外
国

籍
人
口
の
増
加
に
よ
り
人
口
減
少
カ

ー
ブ
が
緩
や
か
に
な
っ
て
い
る
の
が

現
状
で
あ
る
が
、
市
の
見
解
は
。

A　
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
日
本
人
と

外
国
人
の
区
別
を
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

日
本
人
の
減
少
を
外
国
人
が
補
い
、

減
少
が
緩
や
か
に
な
っ
て
い
る
状
況

で
す
。

を
新
た
に
創
設
し
、
管
理
で
き
な
い

空
家
の
解
体
を
促
進
す
る
こ
と
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

Q　
市
街
化
区
域
に
あ
る
未
利
用
地

や
空
家
を
有
効
利
用
す
る
こ
と
で
新

た
な
宅
地
開
発
の
余
地
が
出
て
く
る

と
考
え
る
が
、

①
直
近
の
空
家
は
何
件
く
ら
い
に
な

る
の
か
。

②
そ
の
う
ち
市
街
化
区
域
内
の
割
合

は
。

A　
①
令
和
５
年
度
当
初
で
１
７
１

８
件
で
す
。

②
約
３
割
が
市
街
化
区
域
内
に
あ
り

ま
す
。

太
陽
ク
ラ
ブ

 

辻　

 

英
幸

人
口
減
少
対
策
の
評
価
は

コ
ス
ト
コ
を
ど
う
活
か
す
か

予
算
決
定
の
優
先
順
は

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

利
用
者
へ
の
支
援
は

本
市
の
住
宅
政
策
は

公
明
党

竹
内　

典
子

新
政
無
所
属
の
会

井
上　

 

均

空家を解体して新たな宅地に

東近江市の将来人口の見通し

09 議会だより

代表質問

議会だより 08

代表質問



本市では、まち・ひと・しごと創生総合戦略
の中で定住移住、ＵＩＪターンの支援、子育

て環境の充実、保育・教育環境の充実を掲げられて
いるが、保育所などの利用選考については、移住者
が優先して利用できる枠が設けられていない。創生
総合戦略とのギャップをどのように捉えているのか。

人口減少に歯止めをかけ地域の活性化を目指
す総合戦略では、定住移住、U I J ターンの

推進や子育て環境の充実は重要な取り組みとしてい
ます。その一方、保育所などへの入所選考について
は、待機児童がいる中で、転入者のための入所枠を
確保するなど、本市への転入を理由とした優先的な
対応は難しい状況です。現在は、市民と同様に転入
予定者の入所申請も受け付け、選考基準に基づき入
所選考をしており、その結果として、転入予定者を
入所決定とする場合もあります。本市では、待機児
童の解消、子育て環境のさらなる充実を図るため、
保育施設の増設や保育士の確保に取り組んでおり、
総合戦略の方向性とのギャップがあるとは考えてい
ません。

国民スポーツ大会について、
①誘致した責任者は。

②運営費は県が全額負担すべきではないか。
③県と市町との業務分担および費用分担の内容は。
④現在想定している本市の大会運営費の負担額は。

①平成２５年２月の滋賀県議会で「第７９回
国民体育大会の招致に関する決議」が全会一

致で議決されています。
②県と市町が協力して負担していくべきと考えてい
ます。これは、平成２５年１０月に開催された滋賀
県の国スポ常任委員会で県および会場市町の業務分
担・経費負担基本方針が決定されています。
③方針が決定された後、県と市町が協議を行う中で、
平成２９年に運営費補助制度について市長会議など
で説明され、翌年に国スポ常任委員会で詳細が決定
されています。リハーサル大会は２分の１以内、本
大会は３分の２以内の補助となります。
④本大会運営費については精査中ですが、過去の開
催市の例によりますと１競技１億円程度であり、そ
の約半分が市の負担になると想定しています。

ストーマという人工の肛門や膀
ぼ う こ う

胱を造設した
オストメイトの方々が、どこへ行っても安心

してトイレを利用できる環境づくりの必要性と施設
整備について、
①市内のオストメイトの人数は。 
②オストメイトに対する市の対応や支援は。
③市内にある公共、民間施設を合わせたオストメイ
ト対応トイレの数は。
④オストメイト対応トイレの必要性について、市の
見解は。 

①把握している人数は２月末で１６２人です。
②膀胱または直腸機能障害の身体障害者手帳

を持っている人で、ストーマ装具の給付を申請した
人に購入助成を行っています。
③市が管理する公共施設のうち一定の基準を満たす
施設１１１か所に設置しています。民間施設につい
ては把握することができません。
④オストメイトの方が安心して外出できるために
も、より多くのオストメイト対応のトイレが必要と
考えます。

能登半島地震の被害状況を目の当たりにし、
改めて災害対策の重要性が問われているが、

①災害時のスマートフォンの活用方法は。
②保育施設や介護施設がある地域で自治会と合同訓
練などは行われているか。また、連携は図れている
か。

①発災後、スマートフォンが使用できる通信
環境であることが前提ですが、家族の安否確

認や自身の安全を伝えるなどの緊急連絡手段として
の活用をはじめ、被害状況、避難所や医療機関の情
報などさまざまな情報を得ることができます。
　また、自身が被災して声が出せない状況のときは、
スマートフォンから出る音を利用して自分の居場所
を知らせることができるほか、懐中電灯の代わりに
もなります。
②合同訓練をされている事例については確認できま
せんでしたが、地域の皆さんと日々の活動の中で交
流をされており、有事の際に備え、共助の精神を持っ
て連携していただけるものと考えます。

高齢者や難聴者の方にも安心して来庁しても
らえるよう「音のバリアフリー」の取り組み

の１つとして、大きな声で話す必要もなく個人情報
を周囲の人に聞かれずに済む軟骨伝導イヤホンを導
入しては。

現在、福祉部の相談窓口において、難聴者の
方のために聴覚補助機器を設置しています。

今後新たに機器を追加設置する場合などにおいて有
効に活用できるものと考えます。

学校図書館について、
①新規図書購入の選定基準は。

②新規図書購入は市内書店で購入するのか。
③市立小・中学校への新聞配備と活用方法は。

①特にありませんが、毎年選書会を開催し児
童生徒の発達段階や興味、関心に応じ、豊か

な心を育む多種多様な図書の選定に努めています。
②市内の書店で購入することとしています。
③令和６年度から市立小学校全校に小学生新聞２紙
と中学校全校に２紙を配備する予定です。活用方法
は国語科の授業において新聞記事を学習教材にして
います。

Q

Q

Q

Q
Q

Q

A

A

A

A

A

A

一 般 質 問

ＱＲを読み取ることで、各議員

の質問の様子を映像にてご覧い

ただけます。

　３月８日、１１日に１７人の議員が一般質問を行いました。

質問と答弁の概要をお知らせします。また、議会ホームページ

では、インターネットによる動画配信も行っています。

無会派

大洞　共一

公明党

吉坂　 豊

東近江市民クラブ

市木　 徹

東近江市民クラブ

和田　喜藏

東近江市民クラブ

青山　孝司
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東近江市民クラブ

田井中　丈三

東近江市民クラブ

鈴木　則彦

東近江市民クラブ

森　 鉄兵

東近江市民クラブ

西﨑　 彰

東近江市民クラブ

浅居　 笑

地震に対する危機管理体制と通信について、
①災害時の広報体制は。

②本市の光ケーブル設備の災害対応対策は。
①広報課職員を中心とした広報班を配備し、
緊急速報メール、防災情報告知放送システム、

ホームページ、公式ＬＩＮＥ、ケーブルテレビ、Ｆ
Ｍひがしおうみなど複数の媒体で災害関連情報を発
信することとしています。
②主要ケーブルが断線した場合でも予備の回線に切
り替えてネットワークの接続を維持することができ
る仕組みを導入しています。災害により設備などに
損傷が生じた場合には設備保守を委託しているケー
ブルテレビと連携しながら早期に復旧し、市民へ災
害情報の提供ができるよう対策を講じています。

市制２０周年の事業展開は。

多くの市民が本市の魅力を再確認し、これら
の事業に参加、交流することでさらなる一体

感の醸成を図るとともに、未来への希望を感じるこ
とができるような事業に取り組んでいきたいと考え
ています。

農村集落の人口増につながる政策転換につい
て、

①市街化区域と市街化調整区域の人口推移は。
②市街化調整区域の人口減少に対し、行ってきた施
策は。

①この１０年間で、市街化区域が約４千人増
加、市街化調整区域が約４千人減少していま

す。
②若者や子育て世代が住み続けたいと思える優良な
住宅地の形成や賃貸方式の共同住宅などの建築を可
能とするため、昨年度条例を改正しました。今後も
区域指定や、各種規制の趣旨を踏まえ、状況に応じ
て必要な対策を検討していきます。

伊庭内湖は能登川・大中地区大半の水田の水
源である。国民スポーツ大会のカヌー競技場

ともなるので、その環境整備として「浚
しゅんせつ

渫と水草除
去」を求め続けてきたが、新年度予算への計上の状
況は。

これまで県に対し強力に要望してきました。
水草除去は本年度１０ha 行い、新年度に

４０ha 実施します。また浚渫もカヌー特設コース
の水深が浅い箇所を中心にバックホーによる浚渫を
計画しています。なお、両作業とも７月から９月ま
での３か月間で実施する予定です。

都市計画道路尻無愛知川線（八日市金屋工区）
の進捗状況と整備後に予想される効果は。
現在実施している詳細設計完了後、事業認可
取得や用地買収に向けた測量に着手する予定

です。効果として慢性的な渋滞の緩和や狭
きょうあい

隘道路を
解消し、大型緊急車両の通行が可能となることで防
災面が向上するとともに、周辺の土地利用の促進な
ど地域の活性化が図られるものと考えています。

八日市駅東西連絡通路整備事業について、
①進捗は。

②実現により期待される効果は。
③延命公園再整備と一体的に整備する考えは。

①基本構想策定に係る予算を令和６年度に計
上し、実現に向けた技術面や費用面などの検

討を行う予定です。
②通行量の増加や近江鉄道利用時の利便性向上など
の効果により、駅の東西の一体的なにぎわい創出を
期待しています。
③八日市駅周辺のにぎわい創出や回遊性の向上の観
点から一体的に検討することが必要であると考えて
います。

国道８号バイパスの事業化が数年後に行われ
る計画であるが、五個荘地区の将来を見据え

た道路整備について、
①五個荘奥町と南清水町を結ぶ新橋を優先して架け
ることが出来ないか。
②県道五個荘八日市線と県道八日市五個荘線を結ぶ
新しい道路整備や、市道木流下野線にかかる農道の
市道認定の必要性は。

①愛知川に新橋を優先して整備することは渋
滞緩和に寄与することから、事業主体に引き

続き積極的に要望をしていきます。
②将来的に周辺地域で交通事情の変化が予想される
ことから、状況に応じた道路整備が必要と考えてい
ます。現時点では国道８号バイパスの構造が未確定
のため、今後、設計協議が進められる中で、県道五
個荘八日市線と県道八日市五個荘線を結ぶ道路整備
や市道木流下野線に繋がる農道の市道認定の必要性
について検討していきます。

八日市文化芸術会館について、
①キャパシティを含め、地域ニーズやイベン

トの開催要求を十分に満たしているのか。
②現在の課題は。
③今後必要とされる改善や投資は。

①現在の八日市文化芸術会館の８００席では、
有名アーティストの公演などの場合、興行的

には難しいと認識しています。市民が文化芸術に触
れる機会を増やし、市のにぎわいに寄与するために
は、座席が不足していると考えます。
②座席の狭さ、トイレ環境やバリアフリー設備の不
足など、改善が必要です。また、近年のホールに必
要とされるサブホールやリハーサル室がないなど、
施設環境が整っていないことも課題です。
③文化ホールは、文化芸術の発信・創造の場となり、
市のにぎわいの創出や発展に重要な役割を果たすと
考えます。本市の文化芸術振興のために望ましい施
設・整備は何かを慎重に考え、ふさわしい整備を検
討し、施策を推進していきます。

防災対策と危機管理体制の強化について、
①能登半島地震の復興支援活動への職員派遣

を通じて認識した本市の防災対策は。
②防災減災の実現に向けた改善点は。

①防災の観点から「自助」として、自らが被
災しないためのさまざまな準備が大変重要で

あると感じました。自宅や事業所の耐震化をはじめ
家具の転倒防止、避難場所や避難経路の確認、備蓄
品の準備などにより自らが被災しない、また、最小
限の被災にとどめることで、地域での「共助」につ
ながるものと考えます。
　職員については自らが被災を逃れることにより、
いち早い災害対応に従事できるものと考えます。さ
らに、能登半島の被災した道路や上下水道などの状
況から、インフラの強靭化が大変重要であることを
強く感じました。
②自助へのさらなる取り組みを推進し市民の防災意
識の向上を図るとともに、市職員の危機管理意識を
高め、地震発生時の初動対応が迅速に行える体制づ
くりを再確認することが重要であると考えます。

Q

Q

Q

Q

QQ

Q

Q

Q A

A

A

A

A

A

A

A

A

東近江市民クラブ

大橋　保治
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日本共産党議員団

山中　一志

太陽クラブ

櫻　 直美

東近江市民クラブ

西村　和恭

能登半島地震の教訓を生かす本市の防災対策
について、

①令和４年度末の本市の耐震化率は。
②耐震化率の目標値９５％達成の見込みと、そのた
めに何が必要と考えているのか。
③道路の寸断により孤立する恐れのある集落数は。
④孤立集落が発生した時の初動対応の想定は。

①耐震性を満たす住宅の割合を示す耐震化率
は、推計で８３．９％です。

②目標値達成には数千件の耐震改修が必要であるた
め、相当な努力が必要であると認識しています。耐
震化の重要性を認識してもらうための啓発や補助制
度の周知を今後も行っていきます。
③永源寺ダムより東部地域の９集落が孤立する可能
性があると考えます。
④まずは被害情報の確認が必要です。確認後、被害
状況に応じて、道路啓開作業、救助・救急のための
ヘリコプターの出動要請、支援物資の確保などを想
定しています。

地域公共交通の役割について、
①運転免許を持たない方の移動の保障は。

②ちょこっとバス・タクシーの運行エリアの再編・
見直しの検討状況は。
③蒲生エリアで実証実験をされている運行時刻を設
定しないフリーダイヤでのデマンド運行の現状分析
は。また、他エリアでの運行計画は。

①車に頼らなくても移動しやすい環境づくり
が重要であり、令和４年に東近江市地域公共

交通計画を策定しました。
②ちょこっとバス・タクシーは、利用形態が変わっ
てくるかもしれませんので、大幅な路線の見直しだ
けでなく、随時、停留所の位置や路線についても、
住民の利便性を考慮しながら見直しています。ちょ
こっとタクシーはエリア運行に転換した地域の利用
者数が１５０％近く増えていますので、当面、当該
地域については縮小など、元の定時定路線に戻す意
向はありません。
③概ね１時間から３０分、指定の時間から予約の時
間を緩和していますが、その結果、利用者数が通学
を含め５倍近く伸びています。他の地域に当てはめ
た場合については不明ですが、この一定の成果を
もって検討します。

確実に子どもを預けて働ける環境が必要であ
るが、

①保護者が求職中・起業準備中で保育所の入所を断
られたケースはどのくらいあるのか。
②公立認定こども園で１号認定児童の保護者の就労
による預かり保育の拡充は。
③１号から2号へ認定変更ができなかった児童数は。
④育休退園廃止の検討は。
⑤自治体が公募して学童保育所を民設民営で開設す
る場合、国・県の補助金は。公募してこなかった理
由は。

①令和３～５年度の平均で不承諾は１５６件
です。

②保護者の就労により保育を必要とする児童は２号
認定を受けてもらえるよう引き続き対応します。
③令和３～５年度の平均で３８人です。
④現在１歳児・２歳児の受入枠が不足しており継続
利用ができないため、認定こども園の新設や既存施
設の改修などを行い、受入枠の拡充に努めていきま
す。
⑤建物を改修し、学童保育所を開設する場合の補助
上限額は１，２００万円で、国、県、市が３分の１
ずつ負担します。公設民営で整備する方針で進めて
きたため、民設民営の公募はしていませんが、開設
を拒んできたものではありません。

近年大規模な災害が頻発している。災害に対
する危機感や備えが非常に大事だと考えるが、

①各自治会への防災組織立ち上げや防災訓練の実施
をどの様に指導やＰＲしているのか。
②東近江市総合防災訓練の成果は市民にどの様な形
で反映しているか。
③災害発生後、本市の行政組織の動きは。

①各自治会での出前講座などの機会を捉えて
自主防災組織や避難訓練などの重要性を伝え

るとともに、自主防災組織の立ち上げに係る窓口相
談や組織結成に向けたマニュアルを市ホームページ
に掲載するなど周知に努めています。
②東近江市総合防災訓練では、水防訓練や初期消火
訓練、炊き出しや避難所開設運営といった住民参加
型の訓練を毎年実施しており、市民一人一人の防災
意識の高揚を図っています。
③災害時に応急対策を迅速かつ的確に実施するため
地域防災計画に定める災害応急対策計画に基づき、
活動体制を整え、各部署が連携し対応に当たること
としています。

小規模事業者は地域経済を支えるだけでな
く、消防団やＰＴＡ活動など地域社会を支え、

さらに建設関連業者は災害復旧でも大きな役割を果
たしている。しかし、小規模事業者の減少が続いて
いるが、
①小規模事業者の果たしている役割は。
②建設関連業者が減っているが支援対策は。
③地域循環型経済活性化のため、市の補助事業など
でさらなる地域商品券の活用ができないか。
④訪問介護事業所を経営危機に追いやる政府の「訪
問介護報酬引き下げ」は撤回すべきでは。
⑤市の商工振興費は中小企業の数や果たしている役
割からして少ない。商工振興体制の強化が必要では。

①本市の経済発展や市民生活向上に寄与し、
市政の伸展に大きな役割を果たしています。

②市内業者に仕事が回るよう、市の工事発注や住ま
いる事業補助金制度の指定業者に努めています。
③新たに市の補助金制度が出来た時は検討します。
④影響は事業所の規模や地域性により違いがあり、
必要であれば国や県に要望していきます。
⑤決して商工振興予算は少ないとは考えていません。
業務の増減に応じて執行体制を整えていきます。

未成年の医療費助成拡充について、
①医療費助成を拡大していくことに対する考

えは。
②所得制限は設けるのか。

①高校生世代までの助成対象の拡大は、全て
の子どもが県内のどこに住んでいても安心し

て必要な医療を受けられるようにするという考えの
もと実施します。
②所得制限を設ける予定はありません。

森林環境譲与税の活用について、
①直近３年の交付額の推移は。

②令和４年度までの主な使途と活用効果は。
①令和２年度２，４５１万円、３年度２，４６７
万円、４年度３，０１３万円です。

②集落ごとの森づくり方針策定に向けた森林管理ア
ドバイザーの配置や、木材利用促進のための林道整
備・集約施業に不可欠な森林境界明確化事業や放置
人工林の再生を図る森林経営管理モデル事業などに
活用しています。これらの取り組みにより、永源寺
地区の８集落で森づくり方針が策定でき、そのうち
一部地域で森林境界を明確にすることができました。
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Q
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Q

Q
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A
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新政無所属の会

中村　和広

日本共産党議員団

廣田　耕康太陽クラブ

安田　高玄

15 議会だより 議会だより 14

一般質問 一般質問
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」
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生
え
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て
い
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た
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で
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。

　無料アプリ「マチイロ」で「議会だよ
り」の配信サービスを開始しています。
　市の広報紙や行政情報もご覧になれま
すので、ぜひご利用ください。

もっと身近に「議会だより」を

6 月定例会の予定

※ 各日とも、午前９時３０分から開始します。

※ 日程および時間は変更になる場合があります。

　東近江市議会では、皆さまの傍

聴をお待ちしています。

　ご希望の方は、傍聴される当日

に市役所本館３階の議会事務局窓

口までお越しください。

　本会議の中継は東近江スマイル

ネットのコミュニティチャンネル

でご覧いただけます。

　東近江市議会では、本会議の模

様をインターネットでライブ配信

（生中継）・録画配信しています。

スマートフォン・タブレット端末

でもご覧いただけます。

　東近江市議会だよりは、２月、

５月、８月、１１月に発行しています。

議会の傍聴 テレビ中継

インターネット中継 議会だよりの発行

日 月 火 水 木 金 土

5/26 27 28 29 30
開会

31 6/1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13
一般質問

14
一般質問

15

16 17
一般質問

18 19
総務常任
委員会

20
福祉教育こども
常任委員会

21
産業建設常任
委員会

22

23 24 25 26
予算決算常
任委員会

27 28
閉会

29

東近江市議会だより

令和６年３月定例会  議案の審議結果

議　案　等　の　名　称

会派名 東近江市民クラブ 太陽クラブ 日本共産党 公明党
新政

無所属
無
会
派

結　

果
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成
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対

森　
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司
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治
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澤　
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市
木　
　

徹

大
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保
治

櫻　
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田　
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廣
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耕
康

山
中　

一
志

田
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正

吉
坂　
　

豊

竹
内　

典
子

中
村　

和
広

井
上　
　

均

大
洞　

共
一

議案第３号 
令和６年度東近江市一般会計予算

可
決

20
・
３
○○○○○○○○○

議　
　

長

○○○○○○×××○○○○○

議案第４号 
令和６年度東近江市国民健康保険（事業勘定）特別会計予算

可
決

20
・
３
○○○○○○○○○ ○○○○○○×××○○○○○

議案第５号 
令和６年度東近江市国民健康保険（施設勘定）特別会計予算

可
決

20
・
３
○○○○○○○○○ ○○○○○○×××○○○○○

議案第６号 
令和６年度東近江市後期高齢者医療特別会計予算

可
決

20
・
３
○○○○○○○○○ ○○○○○○×××○○○○○

議案第７号 
令和６年度東近江市介護保険特別会計予算

可
決

20
・
３
○○○○○○○○○ ○○○○○○×××○○○○○

議案第 17 号 
東近江市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について

可
決

20
・
３
○○○○○○○○○ ○○○○○○×××○○○○○

意見書案第１号 
金権腐敗政治の一掃を求める意見書

否
決

5
・
16
××××××××× ×××棄

権
棄
権×○○○××○○×

請願第１号 
物価上昇に見合う老齢基礎年金等の改善を求める請願書

不
採
択

5
・
18
××××××××× ××××××○○○××○○×

○・・・賛成　×・・・反対（議長は採決に加わらない）

その他の議案、意見書は全会一致で可決・承認されました。詳細は「東近江市議会」のホームページで検索してください。

編

集
後
記


